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同
窓
会
々
員
の
皆
様
に
は
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
で
は
平
成
28
年
２
月
に
旧

宇
工
高
跡
地
に
記
念
碑
「
発
祥
の

地
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
近
く

に
お
越
し
の
際
は
是
非
御
覧
に
な

り
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に

移
転
し
た
旧
宇
工
高
の
姿
を
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
の
中
に
懐
か
し
ん
で

下
さ
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
宇
工
同
窓

会
の
歩
む
べ
き
道
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
当
面
、
百
周
年
の
道
の
り
を

考
え
る
中
で
、
母
校
・
宇
工
高
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
け
る
か
、
が

課
題
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

従
来
の
「
教
育
活
動
援
助
金
」

の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生

徒
の
科
学
技
術
と
し
て
の
成
長
を

一
層
促
す
た
め
の
同
窓
会
の
援
助

を
高
め
る
こ
と
。
人
間
と
し
て
ほ

か
と
の
協
調
性
を
重
ん
じ
る
心
を

養
う
こ
と
、
等
が
浮
か
び
ま
す
。

宇
工
高
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
豊

か
な
人
間
性
、
確
か
な
技
術
・
技

能
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
産
業
界

を
担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
」
と

い
う
も
の
に
帰
結
す
る
も
の
で

す
。

　

あ
る
大
学
が
、
百
周
年
記
念
の

行
事
と
し
て
「
百
年
間
試
験
で

き
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ー
の
テ
ス

ト
ピ
ー
ス
」
を
考
え
た
、
と
い
う

新
聞
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
何
年
間
か
は
実
際
に
試
験

を
実
施
し
て
効
果
を
確
か
め
た
話

し
を
聞
き
ま
し
た
が
、
１
０
０
周

と
い
う
ス
パ
ン
を
考
え
る
と
き
結

論
を
見
出
し
た
と
い
う
途
中
経

過
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
の
よ
う

に
、
１
０
０
周
年
だ
か
ら
考
え
ら

れ
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。

宇
工
と
い
う
学
校
に
相
応
し
い
大

学
等
に
無
い
着
眼
点
に
期
待
し
て

「
テ
ー
マ
を
探
す
努
力｣

を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
細
か
い
問
題
で
す
が

同
窓
会
と
し
て
今
ま
で
手
を
つ

け
な
か
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
同
窓
会
の
企
業
理
事
、
地

区
理
事
、
ク
ラ
ス
理
事
等
は
有
名

無
実
で
実
際
に
役
に
立
つ
組
織
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
新
し
い
学
校
で
、
在
校
生

の
み
な
さ
ん
は
同
窓
会
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。
卒
業
式
、
同

窓
会
入
会
式
、
創
立
記
念
日
、
入

学
式
に
行
っ
て
挨
拶
を
述
べ
て

き
ま
す
が
、
私
の
独
り
よ
が
り
に

な
っ
て
い
な
い
か
と
、心
配
で
す
。

同
窓
会
と
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
の

座
談
会
で
も
計
画
し
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
在

校
生
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
多
く
の
宇
工
生
が
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

運
動
部
関
係
で
は
、
春
の
栃
木
県

高
校
総
合
体
育
大
会
か
ら
始
ま

り
、
厳
し
い
県
大
会
を
勝
ち
抜
き

関
東
大
会
に
多
く
の
宇
工
生
が
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
夏
の
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会
に
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
、
陸
上
競
技
部
、
空
手
・

少
林
寺
拳
法
部
、
水
泳
部
が
見
事

出
場
い
た
し
ま
し
た
。国
体
で
も
、

陸
上
競
技
部
田
中
鼓
太
郎
さ
ん

（
１
１
０
ｍ
Ｊ
Ｈ
）、
水
泳
部
髙
橋

航
希
さ
ん
（
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
三
年
連
続
で
全
国

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

文
化
部
に
お
い
て
も
、
写
真
部
が

第
四
十
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
宮
城
大
会
に
出
場
。
音
楽

部
が
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校

の
特
色
で
も
あ
る
も
の
づ
く
り
分

野
で
も
、
関
東
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
機
械
系
部

門
、
木
材
加
工
部
門
、
電
気
工
事

部
門
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
本
県
で
開
催
さ

れ
た
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
、
配

管
部
門
に
斉
藤
大
樹
さ
ん
（
環
境

設
備
三
年
）
が
、
建
築
大
工
部
門

で
相
馬
光
也
さ
ん
、
服
部
友
哉

さ
ん
（
建
築
デ
ザ
イ
ン
三
年
）
が

出
場
し
ま
し
た
。
第
二
十
七
回
全

国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
秋
田
大
会
に

お
い
て
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
の

研
究
指
定
校
と
し
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
大
会
の
第

二
十
五
回
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
に

本
校
か
ら
１
チ
ー
ム
出
場
。
さ
ら

に
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ

リ
ー
２
０
１
８
大
会
の
出
場
権
を

得
ま
し
た
。

　

定
時
制
で
も
、
夏
の
全
国
定
通

制
高
校
総
合
体
育
大
会
に
、
陸

上
競
技
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
第

六
十
五
回
生
徒
生
活
体
験
発
表
会

で
は
素
晴
ら
し
い
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
日
制
の
進
路
状
況
は
、
就
職

で
は
、
地
元
企
業
や
県
内
の
大
企

業
を
中
心
に
十
月
末
に
は
大
部
分

の
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
公
務
員
希
望
者
も

含
め
、
今
年
も
無
事
に
就
職
内
定

率
百
％
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

進
学
に
関
し
ま
し
て
も
大
学
進

学
で
は
、
宇
都
宮
大
学
（
六
名
）、

東
京
学
芸
大
学
、
長
岡
技
術
科
学

大
学
、
長
岡
造
形
大
学
、
日
本
大

学
、
東
洋
大
学
、
日
本
工
業
大
学
、

千
葉
工
業
大
学
、金
沢
工
業
大
学
、

東
京
電
機
大
学
、芝
浦
工
業
大
学
、

神
奈
川
工
科
大
学
、足
利
大
学（
旧

名　

足
利
工
業
大
学
）、
帝
京
大

学
、
白
鷗
大
学
な
ど
多
く
の
大
学

に
、
専
門
学
校
で
は
東
京
都
内
や

県
内
の
専
門
学
校
か
ら
合
格
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
定
時
制
の
進
路

状
況
は
、
地
元
企
業
へ
の
内
定
や

専
門
学
校
へ
の
合
格
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

今
年
も
大
活
躍

会
長

校
長

岡　

田　

義　

治

小　

林　

綱　

芳
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自
分
た
ち
に
足
り
な
い
も
の
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
、
冬
の
全
国

高
校
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
た

め
に
必
死
に
毎
日
の
練
習
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
悲
願
の
優
勝
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
こ
の
全
国

大
会
出
場
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
全
国
の
舞
台
で
今
の
自
分
た

ち
が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
先
に
あ
る
新
た
な

自
分
た
ち
の
目
標
に
向
か
う
た
め

の
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
。
全
国

の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
い
が
宇
都

宮
工
業
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
し
て
胸

を
張
っ
て
戦
っ
て
き
た
い
。

　

平
成
29
年
11
月
24
日
（
金
）
か

ら
27
日
（
月
）
の
日
程
で
、
栃
木

県
那
須
塩
原
市
に
し
な
す
の
運
動

公
園
に
お
い
て
、
第
55
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
「
建
築
大
工
」
職
種

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
大
工

職
種
で
は
、
過
去
最
大
と
な
る
95

名
の
各
県
代
表
が
集
ま
り
、
本
校

か
ら
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
３
年

の
相
馬
光
也
さ
ん
と
服
部
友
哉
さ

ん
の
２
名
が
、
栃
木
県
代
表
選
手

と
し
て
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
前
は
大
変
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、競
技
が
開
始
さ
れ
る
と
、

特
訓
通
り
順
調
な
作
業
で
課
題
を

仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
制
限
時

間
の
12
時
間
を
目
一
杯
使
い
、
最

高
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　

　

惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
本
職
の
大
工
さ
ん
で
さ
え

も
、
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

参
加
者
が
続
出
す
る
な
か
、
時
間

内
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
将
来
は
、
栃

木
県
の
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

に
な
り
た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
彼
ら
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
後
輩
た

ち
が
引
き
続
い
て
技
能
五
輪
全
国

大
会
に
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
と

ち
ぎ
大
会
は
、
平
成
29
年
11
月
24

日
に
開
会
式
を
迎
え
、25
日
に「
配

管
」
職
種
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
青
年
技
能
者

の
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一
を
競
う
全

国
競
技
大
会
で
あ
り
、
本
校
か
ら

は
環
境
設
備
科
３
年
の
斎
藤
大
樹

君
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

環
境
設
備
科
か
ら
高
校
生
の
技
能

五
輪
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
は
じ
め
て
か
ら
、
３

年
連
続
、
４
名
の
生
徒
を
出
場
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
課
題
は
、
給
排
水
配
管
設

備
の
施
工
で
、
６
時
間
30
分
あ
る

競
技
時
間
内
で
仕
上
げ
ま
す
。
生

徒
は
当
日
公
開
さ
れ
る
図
面
に
基

づ
き
、数
種
の
管
の
加
工
を
行
い
、

衛
生
器
具
と
と
も
に
壁
へ
取
り
付

け
ま
し
た
。
途
中
、
不
備
な
部
分

を
発
見
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
状

態
を
想
定
し
、
練
習
し
て
き
た
お

か
げ
で
素
早
く
修
正
す
る
対
応

が
と
れ
ま
し
た
。
独
特
な
緊
張
感

の
な
か
、
出
場
し
た
生
徒
は
、
高

校
生
と
社
会
人
と
の
違
い
を
実
感

し
、
企
業
の
方
と
同
じ
課
題
に
向

き
合
う
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
は
勤

労
青
少
年
に
高
等
学
校
の
教
育
の

機
会
を
提
供
す
る
目
的
で
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
、
定
時
制
の
生
徒
も
多
様
化

し
、
必
ず
し
も
勤
労
青
少
年
の
数

は
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
今
年
度
宇
工
の
定

時
制
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め
る
と
実
に
三

分
の
二
以
上
の
生
徒
が
何
ら
か
の

形
で
働
い
て
い
ま
す
。
宇
工
の
定

時
制
で
は
、
新
入
生
に
対
し
て

一
学
期
の
半
ば
過
ぎ
位
か
ら
、
学

校
生
活
に
あ
る
程
度
慣
れ
て
き
た

の
を
見
計
ら
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
で
働
く
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
全
日
制
の

高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
日
制
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
は
許
可

制
の
場
合
も
多
く
、
学
校
が
奨
励

す
る
ケ
ー
ス
は
必
ず
し
も
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
多
く
の
定
時
制
の
生

徒
は
、
朝
か
ら
午
後
に
か
け
て
働

い
て
、
夕
方
か
ら
登
校
し
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
生
活
の
リ
ズ
ム
と

な
っ
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な
い

の
で
す
。
彼
ら
の
職
場
は
、
コ
ン

ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
工
場
労

働
者
、
土
木
作
業
、
物
流
関
係
と

実
に
様
々
で
す
。
な
か
に
は
作
業

衣
や
職
場
の
制
服
で
登
校
し
て
く

る
生
徒
も
い
ま
す
。
時
に
は
朝
か

ら
の
仕
事
疲
れ
の
た
め
か
、
授
業

中
に
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
り
、
仕
事

が
終
わ
ら
ず
に
遅
刻
を
す
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

宇
工
定
時
制
で
は
、
所
定
修
業

年
限
の
四
年
よ
り
一
年
早
く
卒
業

で
き
る
三
修
制
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
実
務
代
替
と
い

う
制
度
も
有
り
、
職
場
で
働
く
こ

と
で
卒
業
単
位
の
一
部
と
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

  

日
本
人
の
平
均
寿
命
も
八
十
歳

を
超
え
ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち

は
そ
の
う
ち
の
五
十
年
近
く
を
働

く
こ
と
で
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る

の
か
と
思
い
ま
す
。
定
時
制
に
学

ぶ
生
徒
諸
君
に
も
、
勤
労
す
る
こ

と
で
社
会
に
貢
献
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
を
振

り
返
る
と
、
１
月
の
県
新
人
大
会

は
な
ん
と
か
優
勝
し
た
が
、
春
の

関
東
県
予
選
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
県
予
選
大
会
と
、
決
勝
で
涙
を

呑
ん
だ
。
新
チ
ー
ム
始
動
か
ら
下

級
生
主
体
の
チ
ー
ム
だ
っ
た
た

め
、
相
手
と
の
体
力
・
技
術
・
経

験
の
差
は
明
白
だ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
。

第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

「
建
築
大
工
」
職
種
に
出
場
し
て

全
国
高
校
選
手
権
大
会
出
場

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問  

湯　

本　

実　

成

黒　

㟢　

利　

之

顧
問  

髙　

﨑　
　
　

徹

働
く
と
い
う
こ
と

定
時
制
課
程　

教
頭

近　

藤　
　
　

正

技
能
五
輪
全
国
大
会

「
配
管
」
職
種
へ
の
取
り
組
み

環
境
設
備
科

顧
問  

福　

田　

和　

寛
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平
成
29
年
８
月
１
日
（
火
）
か

ら
３
日
（
木
）
の
日
程
で
宮
城
県

仙
台
市
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
と
、
仙
台
市
民
会
館
に
お
い

て
、「
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
（
２
０
１
７
み
や
ぎ
総

文
）
写
真
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
写
真
展
は
、
全
国

の
都
道
府
県
か
ら
厳
選
さ
れ
た
作

品
３
０
９
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
栃
木
県
か
ら
は
、
本
校
機
械

科
３
Ｂ
池
田
澪
司
君
の
作
品
「
デ

ル
タ
ロ
ー
ル
」
ほ
か
４
作
品
を
代

表
作
品
と
し
て
出
品
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
作
品
は
、
各
都
道
府

県
の
代
表
と
あ
っ
て
ど
れ
も
写
真

芸
術
的
に
も
技
術
的
に
も
非
常
に

レ
ベ
ル
が
高
く
、
ど
の
作
品
も
高

校
生
の
レ
ベル
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
本
県
の
生
徒
の
作
品
は
上
位
入

選
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全

国
大
会
に
出
品
出
来
た
こ
と
は
大

変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
池
田
澪
司
君
の
作
品

は
、ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ル
」
と
い
う

横
転
す
る
課
目
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を

本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

施
設
・
設
備
の
充
実
し
た
中
で
、

Ｓ
Ｐ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
研
究
指
定
を

う
け
た
本
校
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル・リ
ー

ダ
ー
の
役
割
を
担
え
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と

（
夢
）・や
れ
る
こ
と
（
能
力
、適
性
）、

や
る
べ
き
こ
と
（
役
割
）
の
三
要
素

を
し
っ
か
り
と
意
識
さ
せ
た
進
路
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

就
職

　

求
人
社
数
は
、
製
造
業
な
ど
を

中
心
に
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
を

さ
ら
に
上
回
る
６
９
５
社
、
求
人

数
は
１
１
１
３
人
と
い
う
状
況
で
し

た
。
求
人
倍
率
は
５・０
８
倍
で
し

た
。

　

平
成
29
年
度
の
就
職
者
数
は
、

民
間
企
業
１
４
４
社
に
、
２
０
７
名

が
就
職
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
就
職
者
１
２
９
名
・
県
外
就

職
者
78
名
、
公
務
員
11
名
と
い
う

結
果
で
す
。（
グ
ラ
フ
①
）

進
学

　

進
学
者
数
は
、
国
公
立
大
学
10

名
、
私
立
大
６
７
名
、
大
学
校･

専
門
学
校
等
22
名
の
合
計
１
０
０

名
で
し
た
。（
表
①
）

　

進
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
推
薦

入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
る
進
学
で
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
受
験
で
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
で
は
、
宇
都
宮
大

学
（
６
名
）、
長
岡
技
術
科
学
大
学

（
２
名
）、東
京
学
芸
大
学
（
１
名
）、

長
岡
造
形
大
学
（
１
名
）
で
し
た
。

　

高
校
時
代
に
身
に
つ
け
た
専
門
の

知
識
や
部
活
動
で
の
活
躍
し
た
実

績
も
、
推
薦
入
試
で
は
、
評
価
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

狙
っ
た
も
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の

デ
ル
タ
と
は
、
三
角
形
の
隊
形
か

ら
池
田
君
が
名
付
け
ま
し
た
。

　　

航
空
写
真
の
場
合
、
野
鳥
と
同

じ
よ
う
に
自
由
に
空
を
飛
ん
で
い

る
の
で
、
撮
影
者
が
お
お
よ
そ
飛

ぶ
で
あ
ろ
う
場
所
を
予
想
し
て
カ

メ
ラ
を
構
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、高
度
も
高
い
た
め
、

望
遠
レ
ン
ズ
も
必
要
と
な
り
、
望

遠
に
な
る
と
画
角(

写
す
範
囲)

が
狭
く
な
る
た
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
も
ほ
ん
の
一
瞬
と
な
り

ま
す
。

　

池
田
君
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

条
件
を
ク
リ
ア
し
、
今
回
の
作
品

「
デ
ル
タ
ロ
ー
ル
」
を
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
写
真

芸
術
と
技
術
を
磨
き
、
後
輩
へ
伝

え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
６
月
17
日
に
行
わ
れ
た

栃
木
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
に

お
い
て
、
男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
で
２
年
の
佐
々
木
龍
昇
君
が
優

勝
。
男
子
１
５
０
０
ｍ
で
は
、
３

年
の
越
沼
礼
君
が
準
優
勝
。
男
子

走
幅
跳
で
は
、
１
年
の
小
野
京
介

君
が
準
優
勝
。　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
結
果
、
８
月
11
日
か
ら
駒

沢
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
る
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
人
と

も
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初

め
て
で
、
自
分
の
記
録
を
な
ん
と

か
更
新
し
た
い
と
頑
張
り
ま
し
た

が
、
３
人
と
も
予
選
敗
退
と
い
う

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
佐
々
木

君
は
、
夏
休
み
も
頑
張
っ
て
練
習

し
た
成
果
が
出
て
自
己
新
記
録
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
定
時
制
の
仲
間
と
競
技

す
る
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と

も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
に
生
か

し
来
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し

て
、
今
年
以
上
の
記
録
が
出
せ
る

よ
う
に
、
顧
問
・
選
手
と
も
に
、

よ
り
速
く
・
よ
り
遠
く
に
を
目
標

に
更
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

応
援
し
て
頂
い
た
皆
様
、
駒
沢

陸
上
競
技
場
ま
で
来
て
く
だ
さ
っ

た
教
頭
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国公立大学 10

小山高専編入学 3

私立大学 67

大学校 8

専門学校 12

合計 100

進学者　（表①）

県内 
69% 

県外 
25% 

公務員 
6% 

就職者内訳 

国公立大学 
10% 

小山高専編入学

 3%

 

私立大学 
68% 

大学校 
7% 

専門学校 
12% 

進学先 

進
路
指
導
部
長  

丸
山　

玲
子

平
成
二
十
九
年
度
の
進
路
に
つ
い
て

全
国
高
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
て

定
時
制
課
程

顧
問  

増　

渕　

信　

子

写
真
部顧

問  

岡　

田　

英　

臣

第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
宮
城
総
文
２
０
１
７
）
に
参
加
し
て

池田澪司君　作「デルタロール」
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平
成
29
年
度
定
期
総
会
は
、
平

成
29
年
６
月
３
日
（
土
）、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
の
後
、平
成
29
年
度
事
業
案
、

予
算
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

技
能
五
輪
出
場
選
手
へ
の
工
具
や

材
料
費
等
の
支
援
に
つ
い
て
了
承

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則

の
改
定
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
宇
都
宮

工
業
高
校
が
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
岡
田
同
窓
会
長
を

中
心
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
後
１
０
０
周
年
に
向

け
た
事
業
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
す
。

　

平
成
28
年

度
決
算
報
告

及
び
平
成
29

年
度
予
算
を

掲
載
し
ま
し

た
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

　

葭
葉
教
頭
先
生
・
建
築
デ
ザ
イ

ン
系
石
下
先
生
が
那
須
清
峰
高

に
、
環
境
建
設
シ
ス
テ
ム
系
の

加
藤
先
生
が
今
工
高
に
、
機
械
シ

ス
テ
ム
系
の
中
川
先
生
が
栃
工
高

に
、
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
機
械
シ
ス
テ
ム
系
に

室
田
先
生
、
石
塚
先
生
が
、
定
時

制
数
学
科
に
石
野
先
生
が
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
宇
工
出
身
の
教
職
員

は
23
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
長
賞
を
第
55
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
建
築
大
工
職
種
に
出

場
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
３
年
相

馬
光
也
君
と
服
部
友
哉
君
、
第
39

回
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

写
真
展
自
由
作
品
の
部
「
推
薦
」

を
受
賞
し
た
環
境
設
備
科
３
年

古
澤
実
来
さ
ん
に
、
同
窓
会
奨
励

賞
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
写

真
部
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
鹿
沼
組

子
耐
力
壁
研
究
班
に
授
与
し
ま
し

た
。

同
窓
会
定
期
総
会
報
告

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
長
賞
・
奨
励
賞

平成29年度役員平成29年度役員
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　査
〃

顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

参　与
〃
〃
〃
〃
〃
〃

岡　田　義　治
櫻　井　啓　一
甫　坂　茂　樹
福　田　智　恵
常　川　秀　夫
今　井　泰　男
藤　井　弘　一
宇　梶　智　久
亀和田　　　薫
小　林　秀　明
大　橋　　　光
板　橋　一　好
吉　成　健　蔵
福　田　富　一
阿　部　和　夫
猪　瀬　成　男
伊　藤　　　誠
飯　塚　光　雄
中　島　　　宏
小　林　綱　芳
野　尻　政　男
湯　口　忠　文
梅　津　林　造
大根田　倭　之
小　平　良　長
渡　邉　勇　雄
蓮　田　裕　一

平成29年度予算
（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　5 , 3 4 8 , 5 6 9 円
支 出 金　5 , 3 4 8 , 5 6 9 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の 部

■支出の 部

①基金

科　　　目 28年度予算額 29年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,624,356

足利銀行
50,593,596

日光杉並木基金
20,000,000

９３，２１７，９５２

28年度予算額 29年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入
基金からの借入金

計

1,132,435

3,430,000
0

　　　　0
4,562,435

  748,569

3,470,000
　  130,000
1,000,000
5,348,569

△383,866

 40,000
130,000
1,000,000
786,134

一般会計利子、総会参加者会費
一時借入金

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
記念碑維持管理費
創立100周年事業費
借入金返済
予 備 費

計

600,000
200,000
100,000
1,200,000
300,000
100,000
100,000

0
0

1,500,000
462,435
4,562,435

600,000
200,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000

     50,000
1,000,000
1,500,000
98,569

5,348,569

0
0
0

100,000
0

        0
        0
50,000

1,000,000
         0
△363,866
786,134

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費 
各種受賞お祝い等
ＨＰ更新料､サーバー費

基金（足利銀行）に返済

全10,000×319人=3,190,000
定10,000×  28人=  280,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、部活
動補助、同窓会長賞、同窓会奨励賞等

宇都宮青葉高等学園へ依頼して
いる維持管理用の備品代
記念誌作成備品購入、出張旅費
積立等

平成28年度収支決算報告

監 査 報 告

（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　5 , 7 9 4 , 5 3 4 円
支 出 金　5 , 0 4 5 , 9 6 5 円
残 　 金　　7 4 8 , 5 6 9 円

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入 の部

■支出の部

①基金

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,624,356

足利銀行
50,093,596

日光杉並木基金
20,000,000

９２，７１７，９５２

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金
永久会員費
雑 収 入

計

1,132,435
3,430,000

0
4,562,435

1,132,435
3,530,000
  1,132,099
5,794,534

0
100,000  
1,132,099
1,232,099

一般会計利子、総会参加者会費、一時借入金

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
予 備 費
借入金返済

計

600,000 
    200,000
    100,000
  1,200,000
    300,000
    100,000
    100,000
    462,435
1,500,000
  4,562,435

556,709
    148,001
     30,000
  1,391,517
    300,000
     35,000
     84,738
          0
2,500,000
  5,045,965

 △43,291
△51,999
△70,000

     191,517
          0
△65,000
△15,262
 △462,435
  1,000,000
483,530

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費
香典、生花
ＨＰ更新料､サーバー費

基金（足利銀行）へ返済

全10,000×319人=3,190,000
定10,000×  34人=  340,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、同窓
会長賞、同窓会奨励賞等

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　平成29年4月12日　　　　　監査


